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研究成果の概要（和文）：本研究はピクチャ・データが日常的に使用される中で、大量のピクチャ・データの有
効な分析の方法について基礎的な研究を行った。ピクチャ・データが有効に活用できる領域に関する研究を行
い、ソーシャル領域（防災分野）および感情価値領域（心理的分野、看護教育分野）でピクチャ・マイニング手
法を用いて分析を行い、その有効性を確認した。ビッグ・ピクチャ・データ分析には、定量的な画像解析技術だ
けではなく、定性的な分析を行うことで、ライフスタイル研究や心理的な研究が行うことができることが本研究
の成果である。

研究成果の概要（英文）：Pictures are used as data in daily life nowadays. In this study, a 
fundamental research for an effective analysis for big picture data analysis was conducted. We 
examined the effective fields of picture mining and as a result, social field (disaster prevention 
and mitigation area) and emotional value field (psychological area and nursing education area) were 
confirmed to be the significant fields for picture mining methods. Also, for big picture data 
analysis, we have found that not only quantitative methods, such as picture resolution analysis, but
 qualitative methods are useful tools. 

研究分野：マーケティング・リサーチ

キーワード： ピクチャ・マイニング　ソーシャル分野　感情価値分野

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現代社会において、写真や動画（ピクチャ）データは、ますます多くなってきている。テキストや数値データよ
りもピクチャ・データは情報量が多く、ライフスタイルや感情を分析するときに有効である。画像解析技術など
の定量的分析が主流である潮流の中で、定性的分析を中心に行い、その意義について検証を重ねていったことは
本研究の学術的意義である。また、ピクチャ・マイニングが有効であることを分析したことで、定量的調査がで
きない分野においてもリサーチが行うことができることも判明し、これらの分野でピクチャ・マイニングが利用
されるであろうことが、社会的意義として本研究が貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初の平成 29（2017）年、大規模なデータを収集そして分析することが可能になり、
マーケティングリサーチ業界において「ビックデータ」に対して関心や注目が集まっていた。同
様に、Instagramをはじめとして、消費者が SNSにおいてピクチャ（写真や画像）をアップロ
ードすることも日常化していた。しかし、写真の大規模データ（以下「ビック・ピクチャデータ」）
がネット上で集積しているにもかかわらず、テキストや数値等のビックデータのように、研究や
分析方法が学術的に注目されることはあまりされていなかった。 
そこで、ピクチャデータのあり方について考えてみた結果、その重要性は益々増大していくこ
とは明らかであった。そこで、本研究は来るべきビック・ピクチャデータ活用の時代のために、
今まで申請者らが以前から研究してきた「ピクチャマイニング」の知見と技法を活かしながら、
学術的体系と方法論の確立のための基礎的研究を行うことを目的とした。 
 
２．研究の目的 
本研究でのピクチャデータとは、「ピクチャから得ることのできる情報」と定義した。そのピ
クチャとは「狭義には写真や画像のみを指すが、観察調査や動画も連続した画像を認識している
ことから広義にはピクチャに含めることができる（落原,廣井，江戸 2010）」と考えられること
から広義の意味でピクチャをとらえることとした。 
本研究では、ピクチャマイニングの分析手法を用いてビッグ・ピクチャデータ分析を行うこと
とした。その理由は、申請者らは近年、調査対象である被験者の回答手段としてピクチャを使用
し、分析対象とする新しいリサーチ手法である「ピクチャマイニング」を研究課題としてきたか
らである。申請者らを中心として、ピクチャマイニング研究会が平成 22年 4月に発足し、ピク
チャを回答としたマーケティングリサーチの体系化と確立を目指し、ここ数年研究を進めてき
た(平成 23～25 年度 挑戦的萌芽研究「ピクチャマイニングの体系化とその分析手法の確立」、
平成 26 年度～28 年度基盤研究Ｃ「マーケティングリサーチとしてのピクチャマイニングの確
立とその適用領域の拡大」)。 
一連のピクチャマイニング研究では、ピクチャデータのサンプリング、定性と定量の両側面か
らの分析方法の研究、有用な領域研究に対する知見を蓄積し、ビック・ピクチャデータにも着目
し、それを活用したリサーチの可能性や課題について研究を重ねてきた。そこでは、ビック・ピ
クチャデータを分析する際の課題として、ビック・ピクチャデータの「最適適用領域」とその領
域における「基本的特性」の解明を最優先して解決していかなければならないことがわかってい
た。当初は、1年目に「基本的特性」、2年目に「最適適用領域」、3年目に「分析システム構築」
を目指していたが、平成 30（2018）年の西日本豪雨災害で、本務校を中心とした地域が被災し、
研究活動が滞っただけではなく、防災分野におけるピクチャマイニング手法の活用が望まれた
ため、本研究では、まずピクチャマイニングの「最適適用領域」に焦点を絞り研究を進めること
とした。 
 
３．研究の方法 
ピクチャマイニング研究によって、新商品開発やライフスタイル研究（落原・江戸 2012）、デ
ザイン領域（江戸・北方・山崎 2013）であった。本研究では、ビック・ピクチャデータ分析は、
「感情的価値」「経験価値」を中心とした商品・サービス、観光、ソーシャル領域（安全や危険
性などの防災領域）、グローバル領域において、もっとも有用であるとしていたことから、ソー
シャル領域（研究成果①参照）と感情的価値領域（研究成果②および③参照）について、ピクチ
ャを用いた実証的研究および調査を行った。詳細については「４．研究成果」において説明する。 
 
４．研究成果 
① 「避難行動促進のための恐怖感情喚起－防災・減災分野への消費者情報処理モデルの適用－
恐怖感情」 
1. 研究概要 
本研究では,災害時の情報提供方法について,マーケティングにて有効性が確認されてい
る「精緻化見込みモデル」を活用し,災害の情報に対する「動機」及び「能力」に応じてコ
ミュニケーション対象者をセグメンテーションしたうえで,セグメントごとの特性に合わ
せた適切な情報提供方法のための仮説を導出し、ピクチャマイニングに基づき定量的検証
した。 
令和 2（2020）年 2月に平成 30（2018）年～令和元（2019）年に風・水害に被災した地域
（宮城県,千葉県,神奈川県,大阪府,兵庫県,広島県,福岡県,熊本県）計 8 県在住の男女 20
～50 代の 10,000 名に対してインターネット調査を行った.不正回答を省くために,回答時
間下限 10%のサンプル削除など処理を行い有効サンプル数は、8,466 サンプルとなった。調
査内容は、画像を提示することで,恐怖感情喚起し,避難行動を促進することを検討するに
ために,画像と感情の関係についての既存研究から尺度及び基準となる画像を選択した。 
2. 研究結果 



一部の災害発生ピクチャを除けば, 災害情報提供時の状況を捉えたピクチャである「大
雨」の画像に比べ,災害画像のピクチャのほうが回避意向を促せていることが確認でき,災
害画像の提示により回避意向を向上させることができることが分かった。 
災害時情報提供の情報処理に基づいたセグメンテーション別でみると,中心ルートでの
処理がされているものにおいて,情動以外の避難規定要因との関係でみたい際に,回避意向
スコアが「避難規範意識」が高い場合に低くなる逆転現象が確認された。中心ルートで起き
ていることから,既存研究でも指摘されている通り,恐怖感情の喚起が情報処理負荷を高め
たため,態度を保留したものと考えられる。また,元々持っている継続的動機に基づくのも
のと恐怖感情喚起による状況的動機に基づくものでは,逆転幅が異なり,状況的動機のほう
が、逆転が大きくなっており,動機の種類により回避意向の態度形成に差があることが確認
された。 周辺ルートでの処理がされたものについて,その他の「避難規範意識」や「責任
意識」が打ち消しあった傾向は見られず相乗効果がみられており,恐怖感情喚起コミュニケ
ーションの有効性がみられた.一方で、恐怖感情喚起による避難意向の上昇は一部の画像に
限定された.むしろ,他の「避難規範意識」や「責任意識」による主効果のほうが強くみられ
た.このことから,恐怖感情喚起以外の情緒的な喚起のほうが避難回避できる可能性がある
ものと推察される。 

② 「ピクチャマイニングを用いた花のあるライフスタイルとその心理的ストレスに対する効
果に関する探索的研究」 
1. 研究概要 
本研究の最終目的は、COVID19 によって低迷した花きの市場需要拡大であるが、ピクチャ
マイニングの最適領域について調査研究を行っている。ピクチャマイニングによって、花
のあるライフスタイルについて分析することで、新たなニーズを探り出す探索的研究であ
る。本研究は、花き市場の新たな展開を模索するとともに、COVID19 の中で心理的ストレス
を抱えた生活に対する対応策としての花きの有効性についての検証も行った。本研究は主
に、次の調査研究によって構成されている。 
(ア) ピクチャマイニングによる「花のあるライフスタイル」の分析 
令和 3（2021）年 1 月～3 月に被験者（県立広島大学保健福祉学部学生及び広
島県内の一般女子大学生計 38 名程度）の自宅に花を 3 回送付し、インターネッ
トを用いた質問票調査及び写真を用いて回答してもらった。回答項目は、対象者
の基本属性、一般的な生活の行動や意識、送付された花の飾り方（写真を送って
もらう）とそれに対するコメント等である。回答されてきた写真については、ピ
クチャマイニング（アンケートに対して文字や文章で回答してもらうかわりに、
写真や画像（ピクチャ）を回答としてもらい、分析していく手法）を用いて定性
的かつ探索的に分析を行った。また、定量分析可能な項目は単純集計を中心に分
析を行った。尚、試験的に因子分析およびクラスター分析を行い、ライフスタイ
ルの特徴を導き出そうと試みた。 

(イ) 「花のあるライフスタイル」の定性的調査（グループインタビュー） 
上述の研究のためにグループインタビュー（1 回、各 5 名程度オンライン）を
行った。ピクチャマイニングによって、特徴のあるピクチャを回答してきた被検
者を有為に抽出して、グループインタビューへの参加を依頼した。花のあるライ
フスタイルについて定性的な調査を行った。当初はインタビューを 2回実施する
予定であったが、対象者への花送付のタイミングにより、1回とした。 

2. 研究結果 
ピクチャマイニングによる写真分析は、研究者らが一同に集まり、写真とその裏面に文
字データを記したカードをその場に並べて、定性的に分析する方法を採用している。しか
しながら、COVID19 の影響におり、研究メンバーが対面にて研究会を行うことができなかっ
た。対面の代わりにオンラインでの分析会を数回実施したが、十分な議論ができておらず、
限定的な分析結果となっている（現在も研究を継続中であるが、具体的な研究成果は出て
いない）。そのような中で、現段階では、お花の「飾り方」と「飾る場所」とライフスタイ
ルとの間に関係があるかもしれないという仮説が浮上している。例えば「玄関に飾る＝外
向志向＝ブランド志向」が挙げられる。また、ライフスタイルによる因子分析・クラスター
分析を行い、内面充実層、日々に追われている層、趣味充実層の３つの層によって分類する
ことができたが、これらの層によって、お花の飾り方や飾る場所によって差がありそうだ
ということもわかってきている。 

③ 看護師の共感性と看護実践能力との関連性の検証 
看護教育において,共感性が重要な要素であるとされている。共感とは,他者の感情や気持ち
を自分のことのように感じる現象をさし、そのため、看護師と患者の関係において共感は決定的
な要素であり,患者の苦痛を軽減するために有効な態度である。一方で,看護職は患者へ日常的
に共感を示さない傾向があることもわかっており、そのため、卓越したスキルを重視した看護技
術の修得が求められている。しかしながら、高度な看護技術修得に共感性が重要な要素となり得
るかは検討されていない。共感が看護実践に重要な要素であるならば,看護師が看護技術を患者
に提供する場合,いずれの共感が高まると確実で安全性の高い看護技術を提供することができる
のかピクチャマイニング及びニューロサイエンスを用いて検証することとした（本研究成果は



令和 5年 6月現在、研究成果を論文として発表するべく継続中である）。研究対象は、臨床経験
年数 5 年以上看護師 5 名,3・4 年看護学生 5 名,20 代一般女性 5 名とし,右利きで神経疾患
のないものとした。また,整髪料を使用しないように依頼し,看護師は夜勤明けではないことを
確認した。測定方法は、脳波によって情動的共感と認知的共感を測定し,質問紙を用いて,共感性
には共感経験尺度改訂版(EESR),看護実践能力には看護実践能力自己評価表(CNCSS)を用いて評
価した。脳波の測定においては、生活音を遮断した会議室内で実施する。脳波計は Emotiv 社製
14 極脳波測定器を使用した。国際 10-20 法に基づき頭皮上 14 部位 (AF3,AF4, 
F3,F4,F7,F8,FC5,FC6,T7,T8,P7,P8,O1,O2) と基準となる参照電極は P3,P4 として単極導出す
る。当該脳波計を対象者に装着し,脳波から事象関連電位を測定した。測定パラダイムは,Pain 
detection task により実施する。測定刺激は,first person perspective により撮影肉体的な
痛み伴う写真(画像例左),統制刺激を肉体的な痛み伴わない写真(画像例右)とした。また、共感
経験尺度改訂版(EESR)を用いて、共有経験と共有不全経験の両面を測定し、看護実践能力自己評
価尺度(CNCSS)で、「看護の基本に関する実践能力(16 項目)」「看護ケアの展開能力(37 項目)」
「看護実践の中で研鑚する能力(11 項目)」を測定した。 
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